
　

平
成
17
年
10
月
17
日（
月
）午
前

10
時
か
ら
管
理
組
合
会
議
室
に
お

い
て
、
岳
南
排
水
路
管
理
組
合
議

会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
上

程
し
た
議
案
は
、
平
成
16
年
度
組

合
会
計
決
算
認
定
な
ど
３
件
で
す
。 

　

平
成
16
年
度
の
決
算
額
は
、歳
入

は
７
億
６
，
９
５
４
万
円
で
７
・

４
％
、歳
出
は
７
億
１
，４
１
２
万
円

で
６
・
４
％
前
年
度
に
比
較
し
て
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。こ
の
要

因
は
、歳
入
は
使
用
料
収
入
の
減
少

及
び
退
職
手
当
基
金
か
ら
の
繰
入

金
が
な
か
っ
た
こ
と
、歳
出
は
退
職

者
が
な
か
っ
た
た
め
人
件
費
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　

当
年
度
の
使
用
許
可
工
場
数
は
、

前
年
度
に
比
較
し
て
８
工
場
減
少

し
た
102
工
場
で
、う
ち
休
止
工
場
は

６
工
場
、操
業
工
場
数
は
96
工
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

年
間
総
排
水
量
は
、
約
３
億

８
，
９
７
６
万
㎥
で
前
年
度
に
比

較
し
て
０
・
１
％
減
少
し
、ま
た
、

許
可
排
水
量
は
１
工
場
の
減
量

と
８
工
場
の
廃
止
に
よ
り

１
，５
４
９
，０
２
６
㎥
と
な
り
、使

用
料
は
０
・
７
％
減
少
し
て
い
ま

す
。近
年
は
使
用
工
場
数
の
減
少
に

伴
い
、使
用
料
収
入
も
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。 

　

ま
た
、破
産
整
理
等
が
終
了
し
た

会
社
の
使
用
料
４
５
７
万
７
千
円
を

不
納
欠
損
処
理
し
ま
し
た
。 

　

年
度
中
に
実
施
し
た
主
な
事
業

は
、管
渠
の
保
全
対
策
事
業
と
し

て
、
管
内
底
面
補
修
工
事

１
，５
２
２
万
円
及
び
管
渠
更
生
工

事
６
件
１
億
７
，６
２
２
万
円
。ま

た
、流
下
能
力
対
策
事
業
と
し
て
、

岳
南
１
号
第
７
排
水
路
管
路
新
設

事
業
委
託
１
，６
７
８
万
円
。今
泉

ポ
ン
プ
場
の
保
全
対
策
事
業
と
し

て
は
、非
常
用
バ
イ
パ
ス
新
設
工
事

３
，３
０
０
万
円
及
び
沈
砂
池
ゲ
ー

ト
改
良
工
事
７
１
９
万
円
。
そ
の

他
、今
泉
ポ
ン
プ
場
の
運
転
管
理
業

務
の
委
託
２
，１
１
６
万
円
、管
内

点
検
作
業
委
託
２
件
７
８
２
万
円

な
ど
を
執
行
し
ま
し
た
。 

　

岳
南
排
水
路
施
設
の
維
持
管
理
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管理者大綱説明 

議場風景 

円
と
し
ま
し
た
。 

　

歳
入
は
、平
成
16
年
度
決
算
確
定

に
伴
い
前
年
度
繰
越
金
を
、
歳
出

は
、財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
修
正
に

伴
う
委
託
料
及
び
調
整
予
算
と
し

て
予
備
費
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。 

      　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を

毎
年
、公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。 

 

平成１６年度決算状況

平成１６年度 組合会計決算が承認されました 平成１６年度 組合会計決算が承認されました 平成１６年度 組合会計決算が承認されました 平成１６年度 組合会計決算が承認されました 平成１６年度 組合会計決算が承認されました 
＝管理組合議会定例会＝ 

平
成
16
年
度 

組
合
会
計
決
算
に
つ
い
て 

平
成
17
年
度 

組
合
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

人
事
行
政
の
運
営
等
の 

状
況
の
公
表
に
関
す
る 

条
例
制
定
に
つ
い
て 

に
つ
い
て
は
、予
算
や
施
行
時
期
を

考
慮
し
て
長
期
事
業
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
が
、16
年
度
に
計
画
し
た

事
業
は
全
て
予
定
ど
お
り
執
行
し

ま
し
た
。 

　

ま
た
、管
路
新
設
事
業
委
託
及
び

管
渠
更
生
工
事
は
、経
済
的
で
効
率
的

な
施
行
方
法
と
工
法
選
択
に
よ
り
、事

業
費
の
節
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

     　

平
成
17
年
度
組
合
会
計
補
正
予

算
は
、歳
入
歳
出
予
算
に
２
，５
４
２

万
円
を
追
加
し
、７
億
８
，３
２
２
万 歳入（７億６，９５４万円） 歳出（７億１，４１２万円） 

管路施設費（管路施設の整備に） 
ポンプ場管理費（ポンプ場の運転や整備に） 
排水調査費（硫化水素などの調査に） 
総務費（庁舎管理や事務費などに） 
積立金（災害復旧などに備えた積立金） 

2億4,353 
7,158 
680 

1億6,130 
2億3,091 

歳出（会計年度内に使ったお金） 単位：万円 

繰越金 
9％ 

諸収入 
1％ 

使用料 
90％ 

積立金 
３２％ 

総務費 
23％ 

排水調査費 
１％ 

ポンプ場管理費 
１０％ 

管路施設費 
３４％ 

使用料（岳南排水路の使用料） 
繰越金（前年度からの繰越金） 
諸収入（基金預金利子など） 

6億9,510 
6,846 
598 

歳入（会計年度内に入ってきたお金） 単位：万円 
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人
事
行
政
の
公
正
性
・
透
明
性
を

高
め
る
た
め
、今
年
度
か
ら
、人
事

行
政
の
運
営
状
況
な
ど
の
公
表
が

義
務
づ
け
ら
れ
、富
士
市
・
富
士
宮

市
と
同
様
に
、管
理
組
合
も
公
表
し

ま
す
。 

　

な
お
、岳
南
排
水
路
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、詳
し
い
情
報
を
ご
ら
ん
に

な
れ
ま
す
。 職

員
の
給
与
な
ど
を 

公
表
し
ま
す 
職
員
の
給
与
な
ど
を 

公
表
し
ま
す 

＝
人
事
行
政
の
運
営
状
況
の
公
表

＝

 

●人件費の状況 

人件費の比率(B/A）　　　　　　 　１７.６％  

平成１５年度の人件費の比率　 　　２１.１％  

７億１,４１２万３,０００円 

１億２,５３９万６,０００円 

（平成１６年度会計決算） 

　人件費には管理者(富士市長）や管理組合議員などに支給され
る報酬などは含まれていません。また、退職手当も含まれていま
せん。 

給与などの状況 給与などの状況 

研修の状況 研修の状況 

定員の状況 定員の状況 

●職員給与費の状況 

給　　　　料 

職 員 手 当  

期末勤勉手当 

合　　 計(B） 

職員数(A) 

１人当りの給与費(B/A）　　７３６万円 

（平成１７年度会計予算） 

　職員手当とは扶養手当、住居手当などの諸手当で、退職手当
は含まれていません。 

１５人 

６,８８５万５,０００円 

１,２２４万５,０００円 

２,９３０万３,０００円 

１億１,０４０万３,０００円 

給
　
与
　
費 

総務課 

7 

7 

0 

平成１６年 

平成１７年 

差　　　引 

施設課 

8 

8 

0 

計 

15 

15 

0 

区　分 

　職員数は管理者(富士市長）や助役などの特別職
以外の職員数であり、臨時職員を除いてあります。 

一般行政職  

(単位：人　各年４月１日現在） 

職 

員 

数 

歳出総額（A） 

人 件 費(B） 

●平均給料月額、平均年齢 
３８万２，９００円（４１．１歳） 

（平成１７．４．１現在） 

一般行政職 

●職員の初任給の状況 （平成１７．４．１現在） 

区　　　分

一　般

行政職
大学卒

高校卒

岳南排水路管理組合 

１７万７，４００円 

１４万８，５００円 

富士市(管理市） 

１７万７，４００円 

１４万８，５００円 

国 

I 種 
II種 
III種 

１７万９，８００円 

１７万　 ７００円 

１３万８，８００円 

●経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成１７．４．１現在） 

区　　　分
一　般

行政職

大学卒

高校卒

経験年数１０年 

２８万２，０５６円 

２５万２，５００円 

経験年数１５年 

３４万２，２４１円 

３０万１，６００円 

経験年数２０年 

３８万９，８２０円 

３６万６，１００円 

●退職手当の状況 

(平成１６年度） 

対象職員・人数 
富士市（管理市）に依頼した研修 

主な内容 

（平成１６年度） 

区　　分

勤続２０年

２５年

３５年

最高限度

21.0月分

33.75月分

47.5月分

60.0月分

33.705月分

43.335月分

60.99月分

60.99月分

43.335月分

60.99月分

60.99月分

28.0875月分 21.0月分

33.75月分

47.5月分

60.0月分

33.705月分 28.0875月分 21.0月分

33.75月分

47.5月分

59.28月分

27.3月分

42.12月分

59.28月分

59.28月分

自己都合
退　　職

勧　　奨
退　　職

定　　年
退　　職

自己都合
退　　職

勧　　奨
退　　職

定　　年
退　　職

自己都合
退　　職

勧奨・定年
退　　職

岳南排水路管理組合 富士市(管理市） 国 

勧奨退職の場合は、富士市、国と同じく定年前早期退職特別措置（2～20％加算）があります。 
平成１７年度の支給率は、国と同じになります。 

９万５，０００円 

８万５，０００円 

８万円 

議会１日当り 

１万２，０００円 

１万１，０００円 

１万円 

●特別職の手当・報酬などの状況 （平成8．４．１改定） 
区　　分 年　　額 期末手当 

期末手当 

手
　
当 

報
　
酬 

管理者（富士市長） 

助　役 

収入役 

議　　　長 

副　議　長 

議　　　員 

議　　会 

なし 

なし 

区　分 

 
基本研修 

新規採用職員、昇任者 

など６人 

受講希望者１３人 専門・特別研修 

政策形成研修・マネジメント 

に関する研修会など 

法律講座・講演会など 

対象職員・人数 
岳南排水路管理組合で実施した研修 

主な内容 区　分 

 
派遣研修 

専門知識・技術の習得を 

要する職員　１２人 

日本下水道協会など外部 

研修機関へ派遣 

一般行政職とは一般行政事務に従事する事務・技術職員をいいます。 
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　公平委員会とは、地方公共団体職員の利益の保護と
公正な人事権の行使を保障するための機関です。 
　富士市と岳南排水路管理組合は、地方公務員法第７
条第４項の規定により、共同で公平委員会を設置して
います。 
　公平委員会の権限は、地方公務員法第８条第２項に
より、おおむね次のように定められています。  
  
■ 職員の給与や勤務時間、そのほか勤務条件に関す
る要求を審査・判定し、必要な措置をとること。  
  
■ 職員に対する不利益な処分についての、不服申し立
てに対する議決や決定をすること。   
 
■ 職員の苦情を処理すること。    

そのほかの主な福利厚生事業   

■ ライフプラン事業 
　職員の生涯生活設計（ライフプラン）の意識啓発を
図るため、静岡県市町村職員共済組合が主催する50
歳～55歳未満を対象とした「生涯生活充実型」、富士
市と職員互助会が共催する５８歳を対象とした「退職
準備型」のセミナ－に参加しています。   
■ 被服の貸与 
　職員の公務能率の向上を図るため、職員に対し被服
貸与を行いました。なお、事務服については、平成１６年
度をもって新たな貸与は行わないものとしました。  
■ 職員互助会への加入 
　岳南排水路管理組合職員は、福利厚生のため富士
市職員互助会に加入しています。富士市職員互助会
は、職員の会費と助成金で運営されています。 
  

公平委員会の状況 公平委員会の状況 福利厚生の状況 福利厚生の状況 

●公平委員会の業務の状況 
件数 

０件 

０件 

（平成１６年度） 

業務の種類 

勤務条件に関する措置の要求の状況 

不利益処分に関する不服申し立ての状況 

●公務災害などの認定状況 

0件 

0件 

0件 

（平成１６年度） 

公務災害 

通勤災害 

計 

●定期健康診断の状況 

１５人 

１３人 

86.7% 

（平成１６年度） 

対象者 

受診者 

受診率 

総務課庶務係　(TEL）５１－２６２３　　  （FAX）５１-２６７６ 
《ＨＰ》　http://www.city.fuji.shizuoka.jp/̃gakuhai/　  

富士市ホームページの「施設の情報」からもアクセスできます。  

問合せ 

管理組合から富士市職員互助会への助成金 
４４万９，０００円（平成１６年度） 

　

今
年
の
夏
の
点
検
・
集
中
工

事
で
は
、7
月
25
日（
月
）か
ら

5
日
間
で
、工
事
14
件
、委
託
8

件
、
そ
の
他
5
件
の
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。 

　

台
風
の
接
近
で
予
定
さ
れ
て

い
た
運
営
委
員
の
視
察
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
計
画
さ
れ

た
工
事
・
委
託
は
、す
べ
て
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

今
年
度
は
管
渠
更
生
工
事
6

件
、人
孔
補
修
工
事
2
件
、管
内

点
検
調
査
委
託
2
件
の
ほ
か
、

岳
南
排
水
路
腐
食
診
断
調
査
業

務
委
託
、今
泉
ポ
ン
プ
場
の
各
種

点
検
作
業
委
託
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。 

　

管
渠
更
生
工
事
6
件
は
、
荒

田
島
・
日
乃
出
町
・
比
奈
・
依
田

橋
・
今
泉
の
各
地
先
で
総
延
長

4
6
4
m
を
反
転
工
法
及
び
製

管
工
法
に
よ
り
、
短
期
間
の
中

で
集
中
的
に
施
工
し
ま
し
た
。 

　

管
内
点
検
調
査
は
、T
V
カ

メ
ラ
調
査
を
1
・
8
2
㎞
、目
視

調
査
を
5
・
2
4
㎞
実
施
し
ま

し
た
。（
詳
報
は
4
面
） 

　

岳
南
1
号
第
7
排
水
路
で
は
、イ

ギ
リ
ス
製
の
最
新
型
T
V
カ
メ
ラ

を
使
用
し
ま
し
た
。こ
の
T
V
カ
メ

ラ
は
首
が
上
下
に
動
作
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、大
口
径
に
も
小
口

径
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

管
内
部
を
写
す
モ
ニ
タ
ー
も
よ
り

鮮
明
で
す
。 

　

平
成
18
年
度
に
新
規
職
員
を
採

用
す
る
に
あ
た
り
、今
年
の
8
月

に
富
士
市
の
職
員
採
用
試
験
と

合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。 

　

職
員
の
新
規
採
用
は
、退
職
者

の
補
充
に
伴
い
、1
名
採
用
す
る

も
の
で
、平
成
16
年
度
以
来
2
年

振
り
と
な
り
ま
す
。 

製管工法 
（SPR工法）に 
よる管渠更生工事 
［既設管内に硬質塩化 
ビニル製の更生材を 
らせん状にはめ込みながら製管］ 反転工法（ICP工法）による管渠更生工事 

［熱硬化性樹脂を含浸させたライナーを管内に反転挿入］ 

最新型自走式TVカメラ マンホールからＴＶカメラを搬入 

夏
の
点
検
・
集
中
工
事
終
了
 

管
内
点
検
に
使
用
さ
れ
た 

T
V
カ
メ
ラ 

管
内
点
検
に
使
用
さ
れ
た 

T
V
カ
メ
ラ 

平
成
18
年
度
新
規
職
員 

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
し
た 
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平
成
17
年
７
月
１
日
か
ら
11
月

30
日
ま
で
の
使
用
者
の
変
更
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

平成17年12月1日現在　使用工場数102工場（うち休止工場7工場） 

就任の挨拶をする副委員長 
（日本大昭和板紙吉永㈱武田社長） 

ポンプ場の監視制御設備見学 
工場排水を利用した 
冷暖房用ヒートポンプを見学 

日本大昭和板紙吉永㈱ 
 
 
王子特殊紙㈱第一工場 
㈱興人富士工場 
丸紅㈱静岡支店 

王子特殊紙㈱第一工場 
富士宮事業所 

№ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

職 

委員長 

副委員長 

〃 

委　員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

委員構成 

岳南排水路使用者 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

知識経験者 

〃 

富士市 

〃 

富士宮市 

所　　属 

丸富製紙㈱ 

 高尾製紙㈱ 

日本大昭和板紙吉永㈱ 

丸金製紙㈱ 

王子板紙㈱富士工場 

紺屋製紙㈱ 

㈱興人富士工場 

東海製紙工業㈱ 

三島製紙㈱原田工場 

日本製紙㈱富士工場鈴川 

王子製紙㈱富士工場 

富士商工会議所 

富士宮商工会議所 

富士市下水道部 

富士市商工農林部 

 富士宮市水道部 

役 職 

会 長 

社 長 

社 長 

社 長 

工場長 

社 長 

工場長 

社 長 

工場長 

工場長 

工場長 

専務理事 

専務理事 

部 長 

部 長 

部 長 

備　考 

１号鷹岡 

１号富士宮 

３号Ｂ 

１号鷹岡 

１号南部 

１号南部 

２号 

２号 

３号Ａ 

４号 

５号 

任期　平成１８年１１月１１日まで 

新しい代表者 
武田　匡司 

 
 

鈴木　和彦 
海老澤　正男 
佐久間　弘文 

鈴木　和彦 

工　　場　　名 

代
　
表
　
者
 

変更前の工場名 新しい工場名 
名
　
　
称

夏季工場排水流入禁止期間が決まりました 
平成18年7月24日㈪ 午前5時から　　　　　　　 
　　　　　　　平成18年7月28日㈮ 午後5時まで 
平成18年7月24日㈪ 午前5時から　　　　　　　 
　　　　　　　平成18年7月28日㈮ 午後5時まで 

岳南排水路運営委員会開催 

㈱マルハン 
アステラス静岡㈱ 
紅嶺製紙㈱鷹岡工場 
紅嶺製紙㈱伝法工場 

井出製紙㈱ 
静岡フジサワ㈱ 
豊年製紙㈱ 
豊年製紙㈱伝法工場 

使
用
者
の
動
き
 

使
用
者
の
動
き
 

平
成
18
年
度 

夏
季
工
場
排
水 

流
入
禁
止
期
間
に
つ
い
て 

平
成
16
年
度 

　
　

事
業
報
告
に
つ
い
て 

岳
南
排
水
路
財
政 

　

収
支
計
画
に
つ
い
て 

平
成
17
年
度 

夏
季 

管
内
点
検
結
果
に
つ
い
て 

　

平
成
18
年
度
の
流
入
禁
止
期
間
は 

平
成
18
年
７
月
24
日（
月
） 

　
　
　
　
　
　
　

午
前
５
時
か
ら 

平
成
18
年
７
月
28
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で 

　

点
検
の
詳
細
日
程
は
、各
路
線
ご

と
の
工
事
、点
検
及
び
各
種
調
査
に

必
要
な
日
数
と
し
、事
務
局
に
一
任

す
る
こ
と
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 　

以
下
、報
告
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

（
一
面
の
議
会
決
算
報
告
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。） 

　

期
間
中
に
実
施
さ
れ
た
作
業
は

委
託
８
件
、工
事
14
件
、そ
の
他
関

連
作
業
５
件
の
計
27
件
で
し
た
。 

　

管
内
点
検
作
業
委
託（
２
件
）で

は
、Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
及
び
目
視
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ

調
査（
内
径
１
，０
０
０
㎜
以
下
の

管
渠
）の
対
象
延
長
は
約
８
㎞
あ
り

ま
す
が
、そ
の
う
ち
１
・
８
２
㎞
に

つ
い
て
実
施
、ま
た
目
視
調
査（
内

径
１
，１
０
０
㎜
以
上
の
管
渠
）の

対
象
は
約
28
㎞
あ
り
ま
す
が
、そ
の

う
ち
５
・
２
４
㎞
に
つ
い
て
実
施
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、管
渠
ク
ラ
ッ

ク
、浸
入
水
、管
の
た
る
み
、人
孔
足

　

岳
南
排
水
路
の
現
行
使
用
料
は
、

平
成
３
年
度
に
許
可
排
水
量
を
基

礎
と
す
る
基
本
料
金
と
月
の
実
排

水
量
を
基
礎
と
す
る
従
量
料
金
で

構
成
す
る
料
金
体
系
に
改
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。そ
の
後
、平
成
７
年

度
と
平
成
12
年
度
の
２
回
、そ
れ
ぞ

れ
現
行
使
用
料
に
よ
る
５
年
間
の

財
政
収
支
計
画
に
つ
い
て
検
証
し
、

基
本
料
金
１
０
・
８
１
５
円
／
㎥
、

従
量
料
金
１
・
２
６
円
／
㎥（
消
費

税
含
む
）を
据
置
き
と
し
て
い
ま
す
。 

　

今
回
、次
の
財
政
収
支
計
画
期
間

を
迎
え
る
た
め
、新
た
に
事
業
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、引
き
続
き
現
行

使
用
料
に
よ
り
健
全
な
財
政
運
営

が
行
え
る
か
検
証
し
ま
し
た
。そ
の

結
果
、長
期
計
画
を
基
に
順
次
整
備

さ
れ
つ
つ
あ
る
事
業
に
つ
い
て
、更

に
効
率
化
と
コ
ス
ト
の
削
減
に
努

め
、引
き
続
き
消
費
的
経
費
の
節
約

に
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、事
業
の

執
行
と
収
支
の
均
衡
に
合
わ
せ
た

岳
南
排
水
路
基
金
へ
の
積
立
が「
平

成
22
年
度
ま
で
の
使
用
料
金
据
置

き
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。」と
の

結
論
に
至
り
ま
し
た
。 

　

こ
れ
に
伴
い「
平
成
22
年
度
ま
で

使
用
料
金
据
置
き
と
す
る
」こ
と
を

委
員
会
へ
報
告
し
ま
し
た
。 

　

平
成
17
年
7
月
6
日（
水
）

富
士
市
公
共
施
設
見
学
と
し

て
、富
士
市
市
場
町
の
町
内
会

17
人
が
来
所
し
ま
し
た
。 

　

管
理
組
合
職
員
か
ら
排
水

路
建
設
の
経
緯
、施
設
の
概
要
、

ヘ
ド
ロ
公
害
の
歴
史
な
ど
に
つ

い
て
ビ
デ
オ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
よ
る
説
明
を
受
け
た
後
、場

内
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。 

掛
け
金
物
の
腐
食
欠
損
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、緊
急
性
の
あ
る

も
の
よ
り
順
次
補
修
し
て
い
き
ま

す
。 

　

そ
の
他
の
委
託
と
し
て
は
、各
路

線
に
あ
る
緊
急
放
流
及
び
流
量
調

節
用
の
ゲ
ー
ト
点
検
、今
泉
ポ
ン
プ

場
の
電
気
設
備
法
定
点
検
等
６
件

が
実
施
さ
れ
異
常
は
確
認
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

　

工
事
は
事
業
計
画
に
基
づ
き
管

渠
更
生
工
事
６
件
（
延
長

４
６
４
ｍ
）、人
孔
補
修
工
事
２
件
な

ど
を
実
施
し
、全
て
予
定
期
間
内
で

完
了
し
ま
し
た
。 

　
 

　
 

岳南排水路運営委員会委員名簿 

平成18年度 

　平成１７年１１月８日（火）午後１時３０分から管理組合会議室
において、岳南排水路運営委員会が開催され、２名の副委員長の
うち空席となっていた１名の副委員長に日本大昭和板紙吉永㈱
社長　武田匡司氏が選任されました。　 
 
　委員会で審議・報告された事項は、次のとおりです。 
審議事項　○平成１８年度夏季工場排水流入禁止期間について 
報告事項　○平成１６年度事業報告について 
　　　　　○平成１７年度夏季管内点検結果について 
　　　　　○岳南排水路財政収支計画について 

たけだ ただし 

 

 

富士市 
市場町の町内会が 

氏　　名 

佐 野 廣 彦 

大 石 展 弘 

武 田 匡 司 

鈴 木 基 之 

白 澤 紳 児 

山 本 尊 久 

海老澤 正男 

村 中 正 明 

河 野 運 一 

村 上 正 弘 

齋 藤 源 二 

佐 野 征 二 

加 茂 恒 雄 

藤 島 逸 男 

中 村 賴 彦 

齋 藤 清 和 

  さ    の　  ひろ　ひこ 

おお  いし   のぶ  ひろ 

たけ   だ    ただ    し 

すず   き    もと   ゆき 

しら   さわ  しん    じ 

やま   もと  たか   ひさ 

 え   び  さわ  まさ  お 

むら  なか   まさ   あき 

こう    の    うん   いち 

むら  かみ   まさ  ひろ 

さい   とう  もと    じ 

  さ     の   せい    じ 

  か    も    つね    お 

ふじ   しま   いつ   お 

なか   むら  より   ひこ 

さい   とう   きよ  かず 
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